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同窓会通信－野幌だより－ 
   酪農学園同窓会ニュースレター 

  

酪農学園の現況（2021年度） 
 

〇酪農学園大学（2021.5.1） 

学生数：3,336名 

（大学3,268名、大学院68名） 

教職員：332名（教員178名、職員154名） 

〇とわの森三愛高等学校（2021.5.1） 

生徒数：1,057名 

（全日制：普通科779名、 

 アグリクリエイト科109名） 

（通信制：普通科148名、 

  農食環境学科 21名） 

教職員：69名（教諭56名 職員13名） 

 

入試状況（2021年度入試） 

〇酪農学園大学 

 総定員７００名 入学者数６７１名 

〇とわの森三愛高校 

 総定員３００名 入学者数３５０名 
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２０２２年度 累計卒業生数 

 大学院 計  １， ７４２名 

 大   学 計   ３３，７５５名 

 短 大 計        ９，４８７名 

 高 校 計   ２１，５５６名 

 合 計 計   ６６，５４０名 

 

 酪農義塾 計           ３０３名 

   酪農学校 計 ＊９１，５１７名 

 

   総合計 １５８，３６０名 

地区支部の設置状況（ ）は未設置        

北海道１区：石狩 ３支部（１）(江別) 

北海道２区：道央 ６支部（２）(空知1)(胆振2) 

北海道３区：道南 ５支部（２）(後志1)(後志2) 

北海道４区：道北 ６支部（１）(留萌1) 

北海道５区：道東 ６支部（０） ２６支部（6) 

東北地区 ：   ６支部（０） 

関東甲信越地区：１０支部（０） 

中部地区：    ７支部（０） 

近畿地区：    ６支部（０） 

中国地区：    ５支部（０）) 

四国地区：    ４支部（０） 

九州地区：    ８支部（０）４６支部（０) 

酪農学園同窓会理事会報告 

 

 ４月２１日（金）午後２時から同窓生会館

２階大会議室を会場に２０２３年度の理事会

が開催された。昨年はコロナ禍で感染対策上

から学外開催であったが３年ぶりに学内開催

となった。 

 遠くは福岡県、香川県、大阪府、千葉県、

東京都、宮城県からもご出席いただき、２２

名での開催となり、活発な議論が行われた。 

 加藤清雄会長から開会挨拶が行われた。議

事は会則により会長が議長となり、進行し

た。議事録署名人には野英二理事と中出哲也

理事を選出した。 

 議案では２０２２年度事業報告並びに収支

決算報告が行なわれ、事務局より議案書に基

づき、事業報告を行なった。 

  

 内容は、全体概要および事業計画に基づく

収支決算報告として一般会計および特別会

計、監査結果が報告され、原案通り承認され

た。 

 続いて各単位同窓会・地区支部活動報告で

は各単位同窓会会長等並びに地区会長等から

資料に基づき活動報告が行われた。また任期

途中での役員の変更が提案され、原案どおり

承認された。 

 次に２０２３年度の事業計画と収支予算に

ついて（案）が事務局より議案書に基づき、

事業計画案並びに収支予算案について提案

し、原案通り承認された。 

 積み残し課題について検討委員会での検討

結果が報告された。一部審議未了との附帯意

見もあり、委員長提案の答申原案について一

部修正を加えて、継続課題は三役会で協議す

ることとなった。審議終了後、また入試広報

課から入試状況説明も行われた。 

 最後に岡田勉副会長から閉会の挨拶が行わ

れ、３時間を超える理事会を終了した。 



同窓会開催報告            

第７巻 第３号（通号７６号） 

 酪農学園根室同窓会だより 

 令和５年２月２４日（金）午後７時より、コロナも落ち着き

を見せる中、当同窓会も今後に向けて動き出しました。 

 内容は、現在の収支状況を踏まえ、時代に合わせた会則の見

直し、根室管内と言っても広範囲なことから、各地域の区割り

や職域毎の連絡体制を構築するために人選し、快く皆さん引き

受けて頂きました。 

 ここまで議題が揃い、体制も構築できたことから今回の役員

会の後、改めて総会と位置付け、令和５年４月１日から１８名

のメンバーでのスタートとしました。 

 会長には乾雅晴（酪農業）、副会長は吉田孝一（酪農業）・

本田勉（酪農業） 

 事務局長は長渕豊（有限会社ファム・エイ）、事務局会計 

金野智樹（JA計根別） 

幹事 渡辺秋男（JA中標津）、また顧問として佐藤良文(元JA

計根別)としました。 

 令和５年度は、根室同窓会をどのように開催して行くのか、

毎年極寒の２月開催で天候を気にしながらの開催でありました

が、コロナなどによる制限が無くなったら農繁期の間隙を見計

らって夏に野外開催（焼肉交流会）は出来ないものなのかなど

検討してゆきます。 

 これからますます盛んに酪農学園魂をつなげ活動して参りま

す。（文責 長渕 豊） 

 

 

 

Page 2 

アイスホッケー部OBOG交流戦報告 

 酪農学園大学アイスホッケー部OB・OG会（交流戦）が2月

26日(日)に開催されました。本学アイスホッケー部は男子部と

女子部がありますが、毎年「OB・OG会」として男子部と女子

部の合同で開催しております。 

 当初は、交流戦の前日である25日(土)に懇親会を検討してお

りましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のためにやむを

得ず中止とし、26日（日）に星置スケート場での交流戦のみの

開催としました。 

 3年ぶりとなる今年の交流戦には、選手と見学者をあわせて

41名ものOB・OGの参加がありました。これほど多くのOB・

OGに参加いただけるとは想定外でした。今までで一番多い参加

者数だったのではないでしょうか。開催して本当によかったと

思いました。 

 リンクには、卒業してからも社会人チームで活躍している

OB・OGや卒業以来久しぶりに防具をつけたOB・OGが揃いま

した。遠くは名古屋から飛行機に乗って駆けつけてくれたOB・

OGもいました。集合写真撮影後に、顧問・副顧問から挨拶があ

り、OB・OG会事務局の紹介がありました。また、当日は所用

により欠席された田之上真一OB・OG会長からの挨拶文を読み

上げさせていただきました。 

 交流戦は例年どおり、男・女それぞれに分かれて、現役学生

チームvs卒業生（OB・OG）チームで行われました。男子部現

役学生チームvs卒業生（OB）チームは4-2でOBチームが圧

勝、女子部現役学生チームvs卒業生（OG）チームは3-1で現役

チーム（一部OGが加わっていました）が勝利しました。 

例年のことながら、「交流戦」とは名ばかりで、OB・OGも現

役学生もどちらも本気モード。真剣勝負の中でもOBの小学3年

生のお子さんがゴールを決めたときは大いに盛り上がりまし

た。 

 酪農学園大学アイスホッケー部は1981年6月に設立され、

2021年で創立40周年を迎えました。しかし、コロナ禍のため

にOB・OGの皆さんに集まって40周年を祝うイベントを開催で

きていません。来年こそは交流戦に加えて懇親会も開催し、あ

わせて40周年を祝うことができたらと考えています。同期はも

とより、先輩や後輩など周囲に声をかけていただき、多くの

OB・OGの参加していただけることを心から祈っています。ま

た、女子部は2003年に設立ですので今年20周年を迎える節目

の年を迎えました。 

 酪農学園大学アイスホッケー部OB・OG会の開催にあたり、

酪農学園同窓会から助成金をいただきました。交流戦のリンク

使用料に充当させていただきました。この場を借りてお礼とさ

せていただきます。本当にありがとうございました。 

（文責 津川裕一） 



同窓会開催報告           

Page 3 

同窓会通信－野幌だより－ 

 令和5年度獣医4期同会開催報告 

 獣医4期同期会を、令和元年度より毎年開催する事にしま

したが、突然のコロナ感染の猛威により、令和4年度開催ま

で自粛に追い込まれ、昨年「十勝」で開催し、今年度は「福

島県」開催と成り、4月17～18日の日程で開催致しまし

た。 

 今回は、酪農学園同窓会の協力を得て、他界された方の整

理も行い、同期生76名中15名の他界を確認でき、毎回行う

「黙とう」で故人の御霊に有りし日の思い出に祈りを捧げま

した。 

 また、同期会開催に当たり、酪農学園同窓会と獣医同窓会

より、助成金を賜り、幹事としては、少し余裕を持ち、開催

出来た事に感謝を申し上げます。 

 同期会は、会津磐梯山と猪苗代湖を望むホテルリステル猪

苗代で開催し、北海道の飯沼君、岩手の佐藤君2名、宮城の

保科夫妻、山形の斎藤君、伴君、福島の久保夫妻、茨城の根

本君、京都の安村君、大阪の木戸君、兵庫の小河君、岡山の

福富君の14名で開催しました。 

 特に、今回の福島提案者であった小松君の急な事故による

逝去で、小松君の学生時代に、それぞれに深い思い出話に、

うなずいたり、新発見も有ったり、小松君を偲ぶ会にも成り

ました。学園の事に関しては、色々と分からない事も有る

が、中でも、「群」や「類」の呼称が、良くわからないとの

意見が多く出ました。 

 翌日18日は、会津路巡りとして、野口英世記念館、会津

藩校日新館、末廣酒造、会津鶴ヶ城会館の風土料理の「わつ

ぱ飯」を昼食にしました。 

 会津の「こずゆ」が付いていませんでしたが、昨夜のホテ

ルで食べた方は、美味しかったとの事。 

昼食のあと、会津鶴ヶ城を見学し、戊辰戦争で、会津藩や二

本松藩が白河城で交戦し、藩内には正式な兵士がおらず、会

津戦争が始まる当日に、家老西郷頼母を見送ったのち家族や

親せきが自害した西郷頼母邸の見学をし、白虎隊の自決の飯

盛山を見学する予定が、雨の為に中止し、2日目のホテルの

郡山へと帰路に付き、 

 2日目のホテルでは、よもやま話を夜中まで語り合いの同

期会でした。 

 令和6年度の獣医4期同期会は、岡山の福富さんが引き受

けてくれました。 

 最後に、酪農学園、酪農学園同窓会、および卒業生の皆様

方の、益々のご発展とご健勝をご祈念申し上げます。

2023.4.24         〔文責・獣医4期久保 明〕  

  酪農学園短期大学２部第２期同期会報告 

 去る令和５年(2023)４月６日午後６時半から、札幌市内の

ジャスマックプラザホテルを会場にしてⅡコース２期生同期会

が開催された。コロナ禍明けもあり、当初はもう少し多くの参

加者が見込まれていたが、ドクターストップ等で最終的には１

３名となった。 

 幹事の挨拶に引き続き、卒業時９６名の同期会で鬼籍に入っ

た２５名を追悼して黙祷が行われた。 

 伊藤氏の乾杯により開宴となり、参加者の詳細な近況報告に

加えて、今回は欠席者１０名ほどへ「スマホ」による呼びかけ

も行われ、情報共有が図られた。 

 次回開催についての協議も行われ、今後はますます同期だけ

での参加が難しくなるので近郊の同窓生にも呼び掛けての開催

継続を考えていきたい。翌朝、お互いの健康と再会を約束して

それぞれ家路についた。（文責 幹事 古屋 勝）  

ｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓ 

中国地区岡山県支部役員会報告 

 ４月１５日午後５時半からANAクラウンプラザホテル岡山

において、７名の役員により役員会を開催した。 

 経過報告として昨年６月６日開催の役員会概要（・安場会長

辞任と荒嶋会長就任等・中国地区代表（代議員）の部総会への

出席・前安場会長からの引継ぎ）、１１月８日に役員引継会議

において事務引継ぎ、会計引継ぎを実施。その後、今年３月に

岡山県支部口座を新たに開設。 

 協議事項として、支部総会日程を８月２０日（日）１１時か

ら岡山市（ピュアリティまきび）で行うことを決定。来賓招待

者等は同窓会事務局に依頼予定。講演者講師として後藤基氏

（農業経済学科s５１年度卒）三重大学名誉教授 テーマ「地

域酪農の再生方途」（仮題） その他、総会運営や役員改選に

ついて協議し、その後近況等を語り合った（荒嶋）。  



〒069-8501 

北海道江別市文京台緑町５８２ 

            酪農学園同窓会 

電話 ０１１（３８６）１１９６ 

FAX ０１１（３８６）５９８７ 

Email: rg-dosok@rakuno.ac.jp. 

HP:http://rakuno.org/ 
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 酪農学園大学 

ブランドマークと 

キャッチフレーズ 

昭和４２年入学及び４６年卒業農業経済学科同窓会 

 新型コロナが流行する前は毎年開催していた同窓会もコロ

ナ禍で４年間延期となり、今年やっと開催できる目処がつき

５月２４日に「昭和４２年入学及び昭和４６年卒業 酪農学

園大学農業経済学科同窓会」を開催しました。 

 開催を決めて開催案内を出しても戻ってくる出欠の様子は

以前より張りがなく感じ、この４年間で逝去された方、体調

不良により出席出来なくなった人などで、以前は１５～２０

人程の参加があり賑やかに開催していた同窓会も例年より参

加者は少なくこじんまりとした集いとなりました。 

 しかしその反面遠くは千葉県や長崎県からの参加者があ

り、集まったメンバーの顔色は楽しげな雰囲気で、４年間の

ブランクを取り戻すかのような盛り上がりを見せていまし

た。 

 予定していた３時間はあっという間に経過し、そのまま２

次会へ流れ次回また集まれる事を心に描きながら、楽しく有

意義な集いとする事が出来ました。 

 まだコロナを警戒して集まりに慎重な人がいる中で来年も

再会出来ることを楽しみにして今回の同窓会を閉会しました

（文責・請川利久）。  

 2023年度理事会・代議員会開催報告 

 好天に恵まれた５月２7日（土）午後３時から約２時間半、新札幌

の「新さっぽろアークシティホテル」アークホールを会場に２０２３

年度の理事会・代議員会が開催されました。 

 南は大分県から北は宗谷までの地区支部役員と単位同窓会役員総勢

４２名の出席により開催された。会議に先立ち、加藤会長のご挨拶の

のち、２０２２年度にご逝去された同窓生への黙祷が行なわれた。 

理事会・代議員会の成立要件の確認後、議長に南繁氏、議事録署名人

に新谷良一氏、志田和仁氏を選任した。南議長の進行により議事が進

められた。 

 議案では１）２０２２年度事業報告並びに収支決算について。事務

局から事業報告、決算報告ののち、伊藤明美監事から監査報告をいた

だいた。２）各単位同窓会・地区支部活動報告については各地区会

長・支部長や単位同窓会長等からそれぞれの地区や単位同窓会の活動

内容が報告された。 

３）任期途中での役員・代議員の変更について提案され、了承され

た。４）２０２３年度事業計画並びに収支予算案が提案され、承認さ

れた。５）積み残し課題については、検討委員会での検討結果が報告

され、協議の結果、会則改定案と実施規則制定案は一部修正を加え了

承され、統合問題は継続審議として後日の三役会で検討することと

なった。６）その他では理事会の会則違反解消のため、次年度から代

議員会のみの開催とすることが提案されたが会則変更や反対意見もあ

り、継続検討課題となった。 

 最後に今回新たに選任された理事、代議員の方々の自己紹介が行わ

れた。最後に議長解任のあと、岡田勉副会長から閉会挨拶が行われ

た。 

 懇親会はコロナウィルス感染防止上から中止し、会議出席者には昨

年同様にお弁当をお持ち帰りいただいた。  
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編集後記 

 上記のとおり、理事会・代議員会も皆様のご協力で無事

終了し、本年度もスタートしました。積み残し課題もあり

ますが、コロナ５類移行とともに全国各地で同窓会再開の

動きがあります。同窓生として牛乳の消費拡大等、足元か

ら出来る協力を進めていきたいと思っています。同期会や

部活OB会、寮OB会開催を企画の際は、事務局までご連絡

いただければお手伝いさせていただきます。（U） 


